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館
山
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
定
着

第
13
回
全
国
大
学
フ
ラ
メ
ン
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　﹁
南
欧
風
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
館
山
に
は
、フ
ラ
メ
ン
コ
し

か
な
い
﹂。平
成
６
年
、館
山
商
工

会
議
所
青
年
部
を
中
心
と
し
た
メ

ン
バ
ー
が
、東
京
の
５
つ
の
大
学

の
フ
ラ
メ
ン
コ
サ
ー
ク
ル
に
、ま

ち
お
こ
し
へ
の
協
力
を
依
頼
し
、

﹁
花
火
と
フ
ラ
メ
ン
コ
﹂が
始
ま
り

ま
し
た
。

　﹁
行
政
任
せ
で
は
な
く
、で
き
る

こ
と
か
ら
実
行
す
る
こ
と
だ
﹂と
、

大
学
フ
ラ
メ
ン
コ
連
盟
と
な
り
ま

し
た
。今
年
は
14
大
学

245
名
が
情

熱
の
舞
を
披
露
し
て
く
れ
ま
す
。

全
国
学
生
フ
ラ
メ
ン
コ
連
盟
事
務

局
長
の
葛
西
文
子︵
神
田
外
語
大

学
３
年
︶
さ
ん
は
、﹁
館
山
の

方
々
と
学
生
が
一
体
と
な
っ
て
楽

し
め
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
目
指

し
た
い
。お
世
話
に
な
っ
て
い
る

館
山
に
恩
返
し
も
し
た
い
﹂
と

語
っ
て
い
ま
す
。８
月
９
日
に
は

学
生
の
提
案
を
も
と
に
、は
じ
め

て
市
内
の
老
人
保
健
施
設
で
出
前

フ
ラ
メ
ン
コ﹁
敬
老
ラ
イ
ブ
﹂が

行
わ
れ
ま
す
。

　
今
、大
学
生
達
は
、フ
ラ
メ
ン

コ
と
と
も
に
、ア
ル
バ
イ
ト
に
励

　
こ
の
時
の
学
生
の
中
心
メ
ン

バ
ー
で
、今
も
館
山
を
第
二
の
故

郷
と
し
て
、市
民
サ
ー
ク
ル
の
指

導
や
、﹁
親
子
フ
ラ
メ
ン
コ
教

室
﹂の
講
師
を
務
め
る
の
が
、神

田
外
語
大
学
OG
の
橋
本
美
穂
さ
ん

と
木
矢
村
裕
子
さ
ん
。橋
本
さ
ん

は
、﹁
館
山
に
は
、フ
ラ
メ
ン
コ

が
根
付
い
て
い
ま
す
。親
子
が
無

料
で
参
加
で
き
る
教
室
は
普
通
あ

り
ま
せ
ん
﹂と
話
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
大
学
フ
ラ
メ
ン
コ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、す
べ
て
が
手
作
り

で
す
。毎
年
の
激
し
い
踊
り
で
舞

台
用
具
の
傷
み
が
ひ
ど
く
な
っ
て

き
た
た
め
、先
月
、市
民
と
学
生
の

心
意
気
で
ま
ち
を
変
え
よ
う

館
山
は
第
二
の
故
郷

館
山
市
民
と
学
生
が
一
体
と

な
っ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

目
標
に

初
心
に
帰
っ
て

▲自分の舞台は自分で作る

ん
で
い
ま
す
。館
山
へ
の
交
通
費

と
、５
泊
６
日
の
滞
在
中
の
食
費

や
宿
泊
費
は
、当
然
の
こ
と
な
が

ら
自
己
負
担
。﹁
衣
装
や
ア
ク
セ

サ
リ
ー
も
納
得
で
き
る
も
の
を
揃

え
た
い
。お
金
は
か
か
り
ま
す

が
、そ
れ
で
も
、館
山
で
躍
り
た

い
ん
で
す
﹂と
、葛
西
さ
ん
は
微

笑
ん
で
い
ま
し
た
。

▲毎回盛況の親子フラメンコ教室

汗
を
流
し
、初
心
を
思
い
出
し
た
。

館
山
市
民
と
学
生
の
熱
い
想
い

を
、20
回
、30
回
目
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
﹂

と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

共
同
作
業
に
よ
り
、塗
装

の
塗
り
直
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
フ
ラ
メ
ン
コ
事
業
の
立

ち
上
げ
に
関
わ
っ
た
全
国

大
学
フ
ラ
メ
ン
コ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
の

市
川
久
夫
会
長
は
、﹁
１
日

　
学
生
た
ち
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
と
も
に
成
長
し
、現
在
は
全
国

　
館
山
市
民
と
大
学
生
の
交
流
を
源
に
、ま
ち
の
新
し
い
流
れ
を

創
り
出
そ
う
と
平
成
７
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課（
�

22
―
３
６
９
８
）

▲花火とフラメンコ（最初は花火の邪魔だと苦
情を言われたこともありました）

こ
こ
か
ら
市
民
と
大
学
生
の
交

流
・
連
携
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。館

山
で
の
フ
ラ
メ
ン
コ
の
披
露
が

き
っ
か
け
と
な
り
、平
成
７
年
３

月
に
は
関
東
学
生
フ
ラ
メ
ン
コ
連

盟
が
設
立
さ
れ
、８
月
に
は
第
１

回
目
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

フレスポンOB・OG
「Lucespon〜卒業生公演〜」

アセ・ムーチョ・カロール

フラメンコinアクシオン

花火とフラメンコ

第13回全国大学フラメンコ
フェスティバル

フラメンコin南パラ
フラメンコ「街角ライブ」

フラメンコ公演スケジュール
8日（水）18：30 北条海岸仮設舞台

10日（金）18：00

11日（土）19：00

12日（日）17：00

10日（金）20：00

9日（木）17：30

12日（日）14：00

南房パラダイス
ホテルアクシオン館山

ロックシティ館山SC

南総文化ホール

南総文化ホール

南総文化ホール

（８月）
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る
な
ど
、日
常
生
活
で
常
時
特
別

な
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
人

が
対
象
で
す
。

　
20
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手

帳
の
お
お
む
ね
１
級
か
、療
育
手

帳
の
お
お
む
ね
Ａ
程
度
の
障
害
が

あ
り
、日
常
生
活
で
常
時
介
護
を

必
要
と
し
て
い
る
子
ど
も
が
対
象

で
す
。

※
各
種
手
当
の
受
給
に
は
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
児
童
扶
養
手
当
に
つ

い
て
は
こ
ど
も
課（
�

22
―
３
４

９
６
）、特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特

別
障
害
者
手
当
な
ど
に
つ
い
て
は

福
祉
課（
�

22
―
３
４
９
２
）

　
離
婚
や
、未
婚
で
子
ど
も
を
出

産
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、父
親

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童（
18
歳
未
満
）を
養
育
し
て
い
る

母
子
家
庭
な
ど
に
、生
活
の
安
定

と
自
立
を
助
け
る
た
め
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
受
給
資
格
者
／
次
の
条
件
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た
は
養

育
者
。①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、父

と
一
緒
に
生
活
を
し
て
い
な
い
児

童
、②
父
が
死
亡
し
た
児
童（
遺
族

年
金
な
ど
の
受
給
者
は
該
当
し
ま

せ
ん
）、③
父
が
重
度
の
障
害
に
あ

る
児
童
、④
父
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童
、⑤
父
か
ら
引
き
続

き
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児

　
母
子
家
庭
に
支
給
さ
れ
る
児
童

扶
養
手
当
を
は
じ
め
、特
別
児
童

扶
養
手
当
、特
別
障
害
者
手
当
、

障
害
児
福
祉
手
当
、経
過
的
福
祉

手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、毎
年

１
回
の
現
況
届
が
必
要
で
す
。

　
所
得
や
世
帯
員
の
状
況
な
ど
を

届
け
る
も
の
で
、届
出
が
遅
れ
た

り
、提
出
さ
れ
な
い
と
次
の
受
給

こ
ん
な
人
に
支
給
し
ま
す

忘
れ
る
と
大
変
　
現
況
届

人
や
手
当
額
に
関
す
る
具
体
的
な

内
容
は
、12
月
末
に
決
定
す
る
予

定
で
、決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る
児

童（
20
歳
未
満
）の
福
祉
の
増
進
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
に
、障
害
の

あ
る
児
童（
20
歳
未
満
）を
監
護
し

て
い
る
父
若
し
く
は
母
、ま
た
は
、

父
母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人（
養
育
者
）に
、支
給
さ

れ
ま
す
。

　
20
歳
以
上
で
重
度
の
障
害（
身

体
障
害
者
手
帳
の
お
お
む
ね
１
〜

２
級
程
度
な
ど
）が
重
複
し
て
あ

▼
障
害
児
福
祉
手
当

▼
特
別
障
害
者
手
当

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

▼
児
童
扶
養
手
当

　中里の家・中里ワークホームでは、今年
も夏祭りを開催します。各種夜店や利用者
が製作した授産製品の販売を実施します。
また、大抽選会では豪華賞品をそろえ、打
ち上げ花火も行います。
　日時／８月４日（土）18：00〜20：30

（雨天時は翌日開催）
　場所／中里ワークホーム、中里の家グラ
ウンド
　問合せ／中里の家（�28−2022）

中里ふれあい夏祭り

児童扶養手当

特別児童扶養手当

特別障害者手当

障害児福祉手当

経過的福祉手当

手 続 き に
必 要 な も の　 各 種 手 当 現況届提出期間 担当課

手当証書、住民

票、印鑑など

手当証書、印鑑

印鑑

こども課
（�22−3496）

福祉課
（�22−3492）

8月1日（水）
〜8月31日（金）

8月13日（月）
〜9月10日（月）

月
に
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。忘
れ
ず
に
届
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、６
月
末
が
提
出
期
限
の

児
童
手
当
の
現
況
届
が
未
提
出
の

人
は
、
10
月
に
支
給
で
き
な
い
の

で
、至
急
こ
ど
も
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

童
、⑥
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
、⑦
未
婚

の
母
の
児
童
。た
だ
し
、障
害
年
金

や
遺
族
年
金
な
ど
公
的
年
金
を
受

給
で
き
る
場
合
は
該
当
に
な
り
ま

せ
ん
。

　
受
給
額
の
一
部
減
額
／「
支
給

要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
の

属
す
る
月
の
初
日
か
ら
７
年
を
経

過
し
た
と
き
」ま
た
は「
支
給
開
始

月
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
を

経
過
し
た
と
き
」の
い
ず
れ
か
早

い
月
か
ら
、手
当
額
が
減
額
さ
れ

ま
す
。（
３
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し

て
い
る
場
合
は
３
歳
に
達
し
た
翌

月
か
ら
数
え
ま
す
）た
だ
し
、平
成

15
年
４
月
以
前
か
ら
受
給
し
て
い

る
人
は
、平
成
20
年
４
月
か
ら
の

減
額
と
な
り
ま
す
。減
額
さ
れ
る

3 だん暖たてやま



終
戦
当
時
の
海
外
引
揚
者
の
皆
様
へ

「
道
路
に
樹
木
の
枝
が
は
み
出
し

て
危
険
」と
市
内
各
所
か
ら
苦
情

が
市
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　
私
有
地
か
ら
伸
び
た
枝
な
ど
に

よ
る
も
の
で
、歩
行
者
や
車
の
通

行
に
支
障
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。 枝

を
切
っ
て
！  

道
路
に
は
み
出
す
枝
急
増

　
私
有
地
か
ら
の
枝
な
ど
は
市
で

伐
採
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

私
有
地
内
の
充
分
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
建
設
課（
�

22
―
３

６
３
１
）

預
か
っ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
を
返
還

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　
サ
ラ
金
被
害
は
、法
定
利
率
を

超
え
る
利
息
を
被
害
者
が
支
払
い

の
義
務
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

支
払
い
続
け
て
い
る
こ
と
が
大
き

な
原
因
で
す
。こ
の
超
過
利
率
に

つ
い
て
は
、グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
と
し

て
支
払
い
義
務
の
な
い
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、い
ま
だ
に
多
く
の
人

が
多
重
債
務
問
題
に
苦
し
ん
で
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
、認
定
司
法
書
士（
簡
易

サ
ラ
金
ク
レ
ジ
ッ
ト
多
重
債
務

司法書士
石井輝夫

江澤正志

酒井敏行

堀川貢

事務所
市内北条

市内北条

南房総市
千倉町

市内北条

電話番号
�25−5885

�28−4333

�44−1759

�24−3501

実施曜日・時間
毎週月〜金曜日
㈰17:00〜18:00
㈪18:00〜19:00
毎週土・日曜日
㈰ 9:00〜10:00
㈪10:00〜11:00
㈫11:00〜12:00
毎週水・金曜日
㈰17:00〜18:00
㈪18:00〜19:00
毎週土曜日
㈰10:00〜11:00
㈪11:00〜12:00
毎週月曜日
㈰17:00〜18:00
㈪18:00〜19:00

▼司法書士による無料法律相談の日程

　千葉県労働委員会では、職場での労働条
件をめぐるトラブルを円満に解決できるよ
うにサポートする「個別的労使紛争のあっ
せん」を行っています。
　この制度は、個々の労働者と使用者との
間で、解雇や賃金、配置転換などの労働条件
をめぐる紛争が起こった際に、労働委員会
が公正・中立な立場で迅速・円満に解決する
よう支援するものです。費用は無料で、秘密
は守られます。
　問合せ／千葉県労働委員会事務局
　　　　（�043－231－2131）

職場でのトラブルを円満解決に導きます

個別的労使紛争のあっせん

裁
判
所
の
代
理
権
を
有
す
る
司
法

書
士
）を
中
心
と
す
る
司
法
書
士

有
志
は
、市
民
を
対
象
と
し
た
サ

ラ
金
多
重
債
務
の
無
料
法
律
相
談

を
行
い
ま
す
。

　
期
間
／
８
月
中

　
日
程
／
表
の
と
お
り

　
相
談
方
法
／
相
談
を
希
望
す
る

場
合
は
、相
談
日
の
前
日
ま
で
に

各
司
法
書
士
事
務
所
へ
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。相
談
時
間
は
１
件
当

た
り
１
時
間
と
し
ま
す
。

　
注
意
／
当
日
の
相
談
予
約
は
受

付
け
ま
せ
ん
。相
談
は
、直
接
面
談

で
行
い
ま
す
。相
談
者
は
、サ
ラ
金

な
ど
へ
の
振
り
込
み
の
控
え
、

カ
ー
ド
、契
約
書
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。サ
ラ
金
か
ら
の
借

入
れ
で
途
中
全
額
返
済
を
し
て
い

る
場
合
で
も
、で
き
る
だ
け
古
い

資
料
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。完
済

し
て
残
金
０
円
の
場
合
も
同
様
で

す
。

　
問
合
せ
・
予
約
／
各
司
法
書
士

事
務
所

　
税
関
で
は
、終
戦
当
時
に
海
外

か
ら
引
き
揚
げ
た
際
に
預
か
っ
た

通
貨
・
証
券
を
返
還
し
て
い
ま
す
。

　
終
戦
後
、外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
き
た
人
が
、上
陸
地
の
税
関
、海

運
局
に
預
け
た
通
貨
や
証
券
、外

地
の
集
結
地
で
総
領
事
館
な
ど
に

預
け
た
証
券
な
ど
で
日
本
に
返
還

さ
れ
た
も
の
な
ど
、心
当
た
り
の

あ
る
人
は
返
還
の
申
出
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
横
浜
税
関
千
葉
税
関

支
署
総
務
課（
�

043
―
241
―
６
３

０
３
）、横
浜
税
関
業
務
部
税
関
相

談
官
室（
�

045
―
212
―
６
０
０
０
）

▲終戦当時の証券など
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　電気は、生活や産業になくてはならないエネルギー
ですが、使い方を間違えると、思わぬ事故につながる
こともあります。
　特に、夏は、電気による事故が多く発生しているた
め、８月を「電気使用安全月間」として、電気を安全に
使う運動が展開されています。

【電気を安全に使う５つのポイント】
①漏電遮断器を取り付けよう。
②アース線はしっかり取り付けよう。
③タコ足配線はやめよう。
④プラグはときどき点検しよう。
⑤取扱説明書にそった使い方をしよう。
　問合せ／財団法人関東電気保安協会
　　　　　（�23－2881）

　
道
路
は
豊
か
な
生
活
を
維
持
す

る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

施
設
で
す
が
、あ
ま
り
に
も
身
近

な
た
め
、そ
の
重
要
性
が
見
過
ご

さ
れ
が
ち
で
す
。

　
市
で
は
８
月
10
日（
金
）の「
道
の

日
」に
、館
山
市
建
設
協
力
会
と
協

力
し
て
、道
路
状
況
を
点
検
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
歩
く
パ
ト
ロ
ー

ル
」を
実
施
し
ま
す
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、道
路
の
清

掃
や
点
検
を
行
う
ほ
か
、職
員
が

道
路
へ
の
関
心
を
呼
び
か
け
ま

８
月
10
日
に
歩
く
パ
ト
ロ
ー
ル

・
証
券
な
ど
を
返
還

　
平
成
19
年
10
月
１
日
か
ら
雇

用
保
険
法
が
一
部
改
正
さ
れ
ま

す
。

【
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が

変
わ
り
ま
す
】

○
こ
れ
ま
で
の
週
所
定
労
働
時

間
に
よ
る
被
保
険
者
区
分（
短
時

間
労
働
者
以
外
の
一
般
被
保
険

者
／
短
時
間
労
働
被
保
険
者
）を

な
く
し
、雇
用
保
険
の
基
本
手
当

の
受
給
資
格
要
件
を
一
本
化
し

ま
す
。

○
原
則
と
し
て
、10
月
１
日
以
降
に

離
職
し
た
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
を
受

10
月
１
日
か
ら
雇
用
保
険
法
が
変
わ
り
ま
す

電気とうまく付き合おう
８月は「電気使用安全月間」

給
す
る
た
め
に
は
、離
職
の
日
以

前
２
年
間
に
離
職
日
か
ら
遡
っ
て

１
か
月
ご
と
に
区
切
っ
た
期
間
に

賃
金
の
支
払
い
の
基
礎
と
な
っ
た

日
数
が
11
日
以
上
あ
る
月
が
12
か

月
以
上
必
要
で
す
。

【
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
が
50

％
に
上
が
り
ま
す
】

○
給
付
率
を
休
業
前
賃
金
の
40
％

か
ら
50
％
に
引
き
上
げ
ま
す
。

○
平
成
19
年
３
月
31
日
以
降
に
職

場
復
帰
し
た
人
か
ら
平
成
22
年
３

月
31
日
ま
で
に
育
児
休
業
を
開
始

し
た
人
ま
で
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
教
育
訓
練
給
付
の
要
件
・
内
容
が

変
わ
り
ま
す
】

○
10
月
１
日
以
降
に
指
定
講
座

の
受
講
を
開
始
し
た
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。被
保
険
者
期
間
３

年
以
上
　
20
％（
上
限
10
万
円
）

※
初
回
に
限
り
被
保
険
者
期
間

１
年
以
上
で
受
給
可
能

　
問
合
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館

山（
�

22
―
２
２
３
６
）

　
立
教
大
学
広
告
研
究
会
は
、今

年
も
北
条
海
岸
に
キ
ャ
ン
プ
ス
ト

ア（
海
の
家
）を
開
設
し
ま
す
。よ

り
多
く
の
市
民
と
の
交
流
や
地
域

貢
献
を
目
的
に
、ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。

　
海
岸
を
き
れ
い
に
す
る
活
動

に
、多
く
の
人
の
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
開
催
日
／
８
月
11
日（
土
）

　
集
合
時
間
／
午
後
３
時

す
。

　
問
合
せ
／
建
設
課（
�

22
―
３

６
３
１
）

　
作
業
時
間
／
午
後
３
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分

　
集
合
場
所
／
立
教
大
学
学
生

キ
ャ
ン
プ
ス
ト
ア

　
清
掃
場
所
／
北
条
海
岸

　
持
ち
物
／
軍
手

　
問
合
せ
／
立
教
大
学
広
告
研
究

会
　
宮
本
賢
一（
�

080
―
６
６
６

１
―
７
１
８
５
）

館山～千葉間、館山～東京間の高速バスの時刻が改定されました。
「南総里見号」（館山～千葉）最速９５分
問い合わせ／館山日東バス（株）（�22-0111）
「房総なのはな号」（館山～東京）最速１０４分
問い合わせ／ＪＲバス関東館山支店（�22-6511）
　　　　　　または日東交通（�22-0113）

館山自動車道全線開通でスピードアップ

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

▲昨年の活動の様子
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中
学
生
を
対
象
に
、一
足
早
く

パ
パ
と
マ
マ
を
体
験
で
き
る「
思

春
期
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
」を
開

催
し
ま
す
。か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん

と
直
接
触
れ
合
う
こ
と
で
、命
の

尊
さ
を
知
り
、健
全
な
思
春
期
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
応
援
し
ま
す
。

　
日
時
／
８
月
22
日（
水
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　
対
象
／
市
内
の
中
学
生（
男
女

を
問
い
ま
せ
ん
）

　
内
容
／【
午
前
の
部
】講
義「
思

春
期
の
心
と
体
の
変
化
」、ビ
デ
オ

「
赤
ち
ゃ
ん
の
素
晴
ら
し
い
命
を

知
り
ま
し
ょ
う
」、体
験
学
習「
妊

婦
擬
似
体
験
、赤
ち
ゃ
ん
人
形
で

抱
っ
こ
な
ど
の
練
習
」【
午
後
の

部
】体
験
学
習「
本
物
の
赤
ち
ゃ
ん

と
の
触
れ
合
い
」、交
流
会「
赤

ち
ゃ
ん
の
母
親
と
の
交
流
」、講
義

「
命
の
大
切
さ
」

　
定
員
／
40
人

　
申
込
方
法
／
各
中
学
校
で
配
布

　
館
山
市
地
域
活
性
化
推
進
事
業

実
行
委
員
会
は
、
文
部
科
学
省

「『
学
び
あ
い
、支
え
あ
い
』地
域
活

性
化
推
進
事
業
」の
委
託
を
受
け
、

自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・

実
践
す
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

「
ふ
る
さ
と
の
達
人
」と
、地
域
の

自
然
や
文
化
な
ど
を
映
像
記
録
で

残
し
、情
報
発
信
で
き
る
人
材「
ふ

る
さ
と
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」を
育
成

す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、「
ふ
る
さ
と
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
育
成
講
座
」の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
育
成
講
座

　
日
程
／
表
の
と
お
り

　
定
員
／
10
人（
先
着
順
）

　
受
講
料
／
１
千
659
円（
画
像
編

集
ソ
フ
ト
用
テ
キ
ス
ト
代
）

　
締
切
／
８
月
17
日（
金
）

　
そ
の
他
／
①
申
込
時
に
、住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
の
ほ
か
に
デ
ジ

タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
有
無
と
パ

ソ
コ
ン
を
所
有
し
て
い
る
人
は
そ

の
Ｏ
Ｓ
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を

持
っ
て
い
な
く
て
も
参
加
で
き
ま

す
。）②
動
画
編
集
に
は
Ｗ
i
n
d

o
w
s
ム
ー
ビ
ー
メ
ー
カ
ー
を

使
用
す
る
た
め
、多
少
の
パ
ソ
コ

ン
操
作
に
関
す
る
知
識
が
必
要
に

な
り
ま
す
。③
傷
害
保
険
は
各
自

で
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
南
房
総
Ｉ
Ｔ
推
進
協
議
会
　
鈴

木
秀
美（
�

23
―
７
８
２
８
）

中
学
生
を
対
象
に
１
日
パ
パ
マ
マ
体
験

さ
れ
た
申
込
書
を
郵
送
す
る
か
、

電
話
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
締
切
／
８
月
15
日（
水
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
294
―
０

０
４
５
　
北
条
740
―
１
　
健
康

課（
�

23
―
３
１
１
３
）

　
家
庭
か
ら
出
る
汚
れ
た
水
が
、

微
生
物
の
働
き
で
き
れ
い
に
な
る

様
子
を
見
な
が
ら
、下
水
道
を
学

び
ま
す
。家
庭
用
小
型
浄
化
槽
の

し
く
み
も
説
明
し
ま
す
。

　
日
時
／
８
月
19
日（
日
）①
午
前

９
時
30
分
か
ら
、②
午
後
２
時
か

ら（
所
要
時
間
１
時
間
30
分
程
度
）

※
い
ず
れ
も
30
分
前
か
ら
受
付

開
始

　
会
場
／
鏡
ケ
浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
終
末
処
理
場
）

　
対
象
／
小
学
生（
保
護
者
同

伴
）･

中
学
生

夏
休
み
親
子
見
学
会

下
水
道
を
学
ぼ
う
！

　
参
加
費
／
無
料

　
申
込
方
法
／
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で（
電
話
で
の
申

込
み
は
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
）

住
所
、氏
名
、参
加
人
数（
大
人
・
子

ど
も
の
数
）、学
校
名
、希
望
時
間

（
午
前
・
午
後
）、電
話
番
号
を
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。当
日
受
付
も
可

能
で
す
。

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
下
水
道
課

（
�

22
―
３
６
６
１
、 

Ｆ
Ａ
Ｘ
24

―
５
６
２
１
、
Ｅ
メ
ー
ル

g
esu
id
o

uka@
city.tateyam

a.chiba.jp

）

　
切
手
に
つ
い
て
の
楽
し
い
話
や

集
め
方
、整
理
の
仕
方
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
説
明
す
る
初
心
者
向

け
の
切
手
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
８
月
12
日︵
日
︶午
後

１
時
30
分
か
ら

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
対
象
／
小
学
生
以
上
で
切
手
に

興
味
の
あ
る
人

　
料
金
／
無
料

　
問
合
せ
／
北
条
通
弘︵
�

22
︱

１
４
０
９
︶

初
心
者
向
け

切

手

教

室

第１回

第２回
第３回
実　践

開講日
8月26日(日)

9月   2日(日)

10月頃
11月頃
1月

内　　容
午前：講義（豊津ホール）
午後：撮影（沖ノ島）
午前：動画編集

（パソコンスクールぱれっとＡＢＣ、

北条2200−2　ＪＲバスビル4F）

撮影・編集
撮影・編集

「子どもレポーター」の指導・
活動支援

6平成19年８月１日号
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最
近
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
契
約
や
解
約
、料
金
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。新
た
に
契
約
す
る
場
合
や
契
約
中
の
業
者
を
切
り

替
え
る
場
合
に
は
事
前
に
交
付
書
面
等
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、わ
か

ら
な
い
点
は
販
売
店
か
ら
納
得
が
い
く
ま
で
説
明
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
東
京
湾
に
沈
む
夕
日
を
沖
ノ

島
か
ら
眺
め
る
、サ
ン
セ
ッ
ト

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
８
月
19
日（
日
）集
合

午
後
４
時
30
分
、出
発
午
後
５

時
、解
散
午
後
７
時
30
分【
雨
天

中
止
】

　
集
合
場
所
／
館
山
桟
橋
前

　
コ
ー
ス
／
館
山
桟
橋
〜
沖
ノ

島
〜
館
山
桟
橋（
約
８
㎞
）

　
対
象
／
８
㎞
歩
け
る
体
力
が

あ
る
人
。た
だ
し
小
学
生
以
下
は

　
千
葉
県
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、今
年
も
施
設
の
一
般

公
開
を
行
い
ま
す
。今
回
は
イ
セ

エ
ビ
の
生
態
や
漁
業
を
特
集
し
ま

す
。ま
た
、千
葉
県
の
水
産
業
や
セ

ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

紹
介
し
、各
種
体
験
学
習
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　
日
時
／
８
月
25
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時

　
場
所
／
千
葉
県
水
産
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー（
南
房
総
市
千
倉
町
平

磯
２
４
９
２
）、漁
業
調
査
船
ふ
さ

み
丸（
千
倉
漁
港
）

　
内
容
／
千
葉
県
の
水
産
業
や
セ

ン
タ
ー
の
業
務
と
役
割
に
つ
い
て

た
の
し
く
学
ぼ
う
　
海
と
さ
か
な
！

千
葉
県
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
一
般
公
開

の
パ
ネ
ル
展
示
。特
集
コ
ー
ナ
ー

「
日
本
一
だ
よ
！
ち
ば
の
い
せ
え

び
」で
イ
セ
エ
ビ
に
つ
い
て
紹
介
。

水
槽
の
中
の
磯
の
生
物
な
ど
に
触

れ
て
楽
し
め
る
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
や

無
料
の「
か
ま
ぼ
こ
作
り
体
験（
要

事
前
申
込
み
）」、漁
業
調
査
船
ふ

さ
み
丸
の
見
学
、千
葉
県
漁
業
士

会
館
山
支
部
の
活
動
紹
介
、ク
イ

ズ
正
解
者
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
名
刺
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど
。

【
事
前
申
込
み
】「
か
ま
ぼ
こ
作
り

体
験
」は
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　
申
込
方
法
／
往
復
は
が
き（
１

通
に
つ
き
１
人
）に
住
所
、氏
名

（
子
ど
も
が
参
加
す
る
場
合
は
保

護
者
氏
名
を
含
む
）、年
齢
、電
話

番
号
を
記
入
し
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　
締
切
／
８
月
14
日（
火
）消
印
有

効　
定
員
／
20
人（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

　
開
始
時
間
／
午
前
10
時（
時
間

厳
守
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
295
―
０

０
２
４
　
南
房
総
市
千
倉
町
平

磯
２
９
４
２
　
千
葉
県
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
企
画
調
整
室

（
�

43
―
１
１
３
２
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
　h

ttp
://

w
w
w
.p
ref.ch

ib
a.lg
.jp
/

lab
o
rato

ry/fish
eries/

）

保
護
者
同
伴
。

　
参
加
料
／
１
人
100
円（
保
険
料

な
ど
）

　
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
ハ
ガ

キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
を

記
入
し
申
込
先
ま
で
。

　
締
切
／
８
月
16
日（
木
）

　
持
ち
物
／
汗
拭
き
タ
オ
ル
、帽

子
、飲
み
物
な
ど

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
294
―
８

６
０
１
　
北
条
１
１
４
５
―
１
　

ス
ポ
ー
ツ
課（
�

22
―
３
６
９
６
）

サ
ン
セ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
ほ
ら
、そ
こ
に
も
悪
質
商
法
⑱ 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
契
約

　
　
︱
　
苦
情
や
相
談
が
急
増
！
　
︱

　
問
合
せ
／
商
工
観
光
課︵
�

22

︱
３
３
６
２
︶

【もしも被害にあったら・・・相談はこちらまで】
千葉県消費者センター　�047-434-0999
相談時間 9:30～16:00（土・日除く、12:00～13:00除く)
千葉県警察本部相談サポートコーナー　�043-227-
9110
相談時間　8：30～17：30（土・日除く）
館山市役所市民相談室消費生活相談窓口　�22-3199
相談日　毎月第1・３木曜日　9：00～16：00
エルピーガスお客様相談窓口　千葉　� 043-246-
1579
相談時間 9:00～17:00（土・日除く、12:00～13:00除く)

対
応
の
ポ
イ
ン
ト

①
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
取
引
を
始
め
る
と

き
、販
売
店
は
、料
金
構
成
や
そ
の

内
容
、設
備
の
所
有
権
等
を
わ
か

り
や
す
く
書
い
た
書
面
を
交
付
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
書
面
の
交
付
を
受
け
る
と
き
の

確
認
ポ
イ
ン
ト
は
、料
金
制
の
内

容
や
考
え
方
・
設
備
の
所
有
関
係
・

修
繕
や
撤
去
な
ど
に
関
す
る
費
用

負
担
方
法
な
ど
で
す
。

③
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

㈬
新
た
に
販
売
店
を
選
ぶ
と
き
は

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

　

　
・
提
示
さ
れ
た
料
金
が
急
に
値

　
上
げ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
。

　
・
実
際
に
ガ
ス
を
納
入
す
る
の
は
法

　
律
に
基
づ
く
登
録
業
者
か
ど
う
か
。

　
・
契
約
内
容
に
不
利
な
点
は
な

　
い
か
。

　
・
保
安
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は

　
ど
う
か
、な
ど
。

※
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
と
は
？

液
化
石
油
ガ
ス
の
こ
と
で
、一
般

家
庭
で
使
わ
れ
て
い
る
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
な
ど
で
す
。

7 だん暖たてやま



現在の場所・建物となり、市民の皆さんに親しまれています。図書館は本などの資料を収集・保存し、利用者に提
供すること、また自ら学ぶ場、いこいやコミュニケーションの場を市民に提供するという役割を担い、生涯学習
の推進や本を通して豊かな知識や心を育んでほしいという願いのもとに設けられています。
  ６４歳になった館山市図書館、今後ともよろしくお願いします。
  （参考：「千葉県図書館史」 千葉県立中央図書館 １９６８年）

図書館だより27 館山市図書館（�22－0701）

▽図書館司書から今月のおすすめ本

８月の休館日８月の休館日８月の休館日８月の休館日８月の休館日　
　8/6、13、20、24、27

９月のおはなし会
8月のおはなし会はお休みします
　幼児向け   9/7(10:30から)
　児童向け   9/1、8、15、22日
                       (14:00から)

★夏休み期間は毎日６時まで開館
 ８月31日までの間、図書館は午後６時まで開館しています（休館日を除く）。ご活用下さい。

　わかりやすいデザインで、人の行動を助ける「サイン」。私たちは
病院や公共施設など日常生活のさまざまな場所で「サイン」を目にし

「ガイドサイン グラフィックス」　ピエ・ブックス

☆知っていますか？館山市図書館の歴史
    館山市図書館は昭和１８年８月１日に「館山市立館山図書館」として開設さ
れました。県下では１０番目に開かれた図書館です。はっきりした記録は残っ
ていませんが、前身は当時の市長が「館山海軍航空隊の兵隊さんたちのために」
といって設置されたものだと言われています。
　昭和３５年に名称を現在の「館山市図書館」とし、昭和47年、２度目の移転で

新着図書より（◆児童室 ★ティーンズコーナー）

ています。カラフルな「サイン」が満載の一冊
は、眺めるだけでも楽しくなります。
　館山市図書館でも、図書を探しやすくし、ま
た、館内を利用しやすくするためにサインを設置
しました。館内のどこにどんなサインがあるか、
一度探してみてはいかがでしょうか。
  この本は館内での閲覧に限られますが、必要な
場合はコピーも可能です。ご利用ください。

『日本でいちばん小さな出版社』佃由美子/晶文社
『喫煙の心理学』クリスティーナ・イヴィングス/産
調出版

『ピアノはなぜ黒いのか』斎藤信哉/幻冬舎
『小説こちら葛飾区亀有公園前派出所』
　　　　　　　　　　　秋本治＜原作＞/集英社

『江戸は心意気』山本一力/朝日新聞社
『マチルダばあやといたずらきょうだい』
　　　クリスティアナ・ブランド/あすなろ書房 ◆

『ぱんだいすき』征矢清/福音館書店 ◆
『フシギ伝染』板橋雅弘/岩崎書店 ◆
『海と親しもう』伊藤勝敏/岩波書店 ★
『「世界征服」は可能か？』岡田斗司夫/筑摩書房 ★

　
最
近
、館
山
警

察
署
管
内
で
自
宅

の
敷
地
内（
駐
車

場
）や
ス
ー
パ
ー

な
ど
の
駐
車
場
で

車
上
荒
ら
し
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

監
視
体
制
が
万
全

で
な
い
駐
車
場
で

は
、車
上
荒
ら
し

に
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

　
昨
年
、千
葉
県

被
害
に
あ
っ
た
ら
110
番
通
報

車
上
荒
ら
し
に
注
意
！

の
車
上
荒
ら
し
の
発
生
件
数
は
９

千
249
件
で
、全
国
ワ
ー
ス
ト
４
位

で
し
た
。被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

に
、次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

○
車
を
離
れ
る
際
は
必
ず
窓
を
閉

め
、施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

　
た
と
え
自
宅
敷
地
内
で
あ
っ
て

も
油
断
は
禁
物
で
す
。犯
人
は
、何

処
か
で
鍵
を
か
け
た
か
ど
う
か
様

子
を
う
か
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。短
時
間
で
あ
っ
て
も
必

ず
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

○
防
犯
装
置
の
設
置
を
検
討
し
ま

し
ょ
う
。

　
ガ
ラ
ス
の
破
壊
や
ド
ア
開
け
に

反
応
す
る
警
報
装
置
が
市
販
さ
れ

て
い
ま
す
。車
上
荒
ら
し
だ
け
で

な
く
、自
動
車
盗
難
の
防
犯
対
策

に
も
な
り
ま
す
。

○
貴
重
品
は
持
ち
歩
き
ま
し
ょ

う
。

　
財
布
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、運

転
免
許
証
な
ど
の
貴
重
品
は
必
ず

持
ち
出
し
、車
内
を
整
理
整
頓
し

ま
し
ょ
う
。盗
ま
れ
た
物
が
他
の

犯
罪
に
悪
用
さ
れ
る
お
そ
れ
も
あ

り
ま
す
。

○
防
犯
上
、安
全
な
場
所
に
駐
車

し
ま
し
ょ
う
。

　
路
上
や
空
き
地
に
駐
車
す
る
の

は
や
め
、駐
車
の
際
は
、周
囲
か
ら

の
見
通
し
が
良
い
か
、夜
間
の
明

る
さ
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
な
ど

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
問
合
せ
／
館
山
警
察
署（
�

23

―
０
１
１
０
）
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理事長／石井達哉
事務所／北条1722
会員数／50人
電話／23-2636
活動分野／ 保健、医療
又は福祉の増進
設立／平成17年11月

しゃくやく会

（13）しゃくやく会たてやまの

し
ゃ
く
や
く
会
は
精
神
障
害

者
に
対
す
る
地
域
生
活
及
び
就

労
を
支
援
し
、障
害
者
福
祉
の

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、平
成
17
年
11
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
し
て
認
証
さ
れ
ま
し

た
。理

事
長
の
石
井
達
哉
さ
ん

が
、個
人
で
障
害
者
の
生
活
及

び
就
労
を
支
援
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、活
動
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
人
た
ち
が
加

わ
っ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
活

動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

会
で
は
、
精
神
障
害
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
運
営
す
る
ほ

か
、職
場
へ
の
通
勤
の
支
援
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、社

会
復
帰
の
た
め
に
、健
常
者
と

変
わ
ら
な
い
生
活
を
お
く
れ
る

よ
う
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

健
常
者
と
同
じ
リ
ズ
ム
で
生
活

で
き
る
よ
う
な
障
害
者
も
出
て

き
て
お
り
、社
会
復
帰
に
果
た

す
会
の
役
割
は
大
き
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、精
神
障
害
者
だ

け
で
は
な
く
、知
的
障
害
者
の

生
活
や
就
労
の
支
援
も
お
願
い

で
き
な
い
か
と
の
依
頼
も
増
え

て
き
て
お
り
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
増
設
も
考
え
て
い
ま
す
。

理
事
長
の
石
井
さ
ん
は﹁
精

神
障
害
者
へ
の
偏
見
を
な
く

し
、社
会
復
帰
の
一
助
に
な
れ

ば
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活
支
援

︵
食
事
の
世
話
︶な
ど
一
緒
に

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
﹂と
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

家族そろって生活習慣を見直そう！

『子どもの生活習慣大丈夫？』

　問合せ／健康課　�23ー3113

　市は、小学５年生と中学２年生を対象に、小児生活習慣病予防検
診を実施し、日常生活アンケートで生活の様子を調査しました。
　その結果から分かる子どもたちの気になる生活習慣は・・・

　夏休みは生活習慣を見直すチャンスです。
　子どもと一緒の時間が取れるこの時期に、早寝早起きや食事の大切さ等の基本
的な生活習慣を振り返ったり、親子で体を使った遊びや運動にチャレンジした
り、親子のコミュニケーションを深めるよいチャンスです。
　家族そろって、生活習慣を見直しましょう。

朝ごはん抜き

よく食べるおやつ

　毎日朝ごはんを食べない子ど
もが、小学５年生は８％、中学
２年生は１３％います。

　スナック菓子、アイスクリー
ム、ジュースやスポーツドリン
ク等の清涼飲料水が多いです。

テレビやゲームを見
る時間

　３時間以上見る子どもが、小
学５年生は１６％、中学２年生
は２０％います。

　1日のスタートには朝食は欠かせません。頭や身体を活
性化させるために、主食（ご飯・パン・めん）は必ず食べ
る習慣をつけましょう。

　テレビやゲームを見る時間や内容は、保護者の注意が必
要です。室内で遊ぶばかりでなく、外に出て体を使った遊
びは生活習慣病予防の観点からも大切です。

　おやつは食事の一部です。ご飯類・果物・乳製品がおすす
めです。

イライラ・ゆうう
つ

　毎日ある、週３日以上ある、
週１〜２日はあると答えた子ど
もが、小学５年生は47％、中
学２年生は71％います。

　悩み事やストレスを抱えている子どもがいます。自分に
合ったストレス発散方法を見つけることが大切です。ま
た、周囲の大人も子どものストレスに気づき、原因を共に
考えていきましょう。

気になる習慣 傾　向 見直しのポイント

※夜更しや夜食など夜型の生活も気になる習慣です。

精
神
障
害
者
の
生
活
と
就
労
を
支
援

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
運
営
な
ど
で
社
会
復
帰
を
お
手
伝
い▲障害者の就労の様子

４人に一人が生活習慣病の予備軍！！

　コレステロールや中性脂肪が高いと注意
された子どもが、小学５年生で27.9％、
中学２年生で23.7％もいます。

9 だん暖たてやま
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市
立
博
物
館
で
は
毎
週
日
曜

日
と
祝
日
に
無
料
で
甲
冑
の
体

験
着
用
を
実
施
し
て
い
ま
す
。平

成
２
年
に
始
め
て
以
来
、こ
れ
ま

で
に
た
く
さ
ん
の
入
館
者
が
体

験
し
ま
し
た
。今
年
４
月
か
ら
は

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
サ
ポ
ー
タ
ー

「
甲
冑
士
」
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
体
験
着
用
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
を
努
め
て
い
ま
す
。

　
甲
冑
士
は
現
在
15
人
。体
験
着

用
開
催
日
に
は
交
代
で
博
物
館

に
出
勤
し
、二
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
で
甲
冑
の
着
付
け
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　「
以
前
か
ら
里
見
甲
冑
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
を
し
て
お
り
、博

物
館
の
募
集
を
見
て
や
っ
て
み

市
民

シリーズ

262
「
甲
冑
を
体
験
着
用
し
た

　
　
　
　
お
客
さ
ん
の
笑
顔
が
う
れ
し
い
」

広報／たてやま　平成19年8月１日号　No.747  発行／秘書広報課　
〒294-8601館山市北条1145-1　�22-3121（秘書広報課）FAX23-3115　印刷・製本／㈱集賛舎
7月1日の人口／総人口50,799（3）男24,442（-14）女26,357（17）世帯数22,034（3）　（　）内は前月比

シ
リ
ー
ズ

館
山
の
戦
争
遺
跡
⑧

太
平
洋
戦
争
末
期
の
館
山

ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
情
報
分
析

市
立
博
物
館
の
休
館
日

８
月
６
日
、
13
日
、20
日
、27
日

(

本
館
の
み
休
館
、８
月
中
八
犬

伝
博
物
館
は
開
館
し
ま
す
）

９
月
３
日
、10
日
、18
日
、25
日

  

昭
和
19（
１
９
４
４
）年
７
月
、

サ
イ
パ
ン
島
が
米
軍
に
占
領
さ
れ

る
と
、11
月
の
東
京
空
襲
以
後
、Ｂ

29
に
よ
る
日
本
本
土
の
爆
撃
が
本

格
化
し
、米
軍
の
本
土
上
陸
作
戦

も
現
実
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
歴
史
に｢

も
し
」は
あ
り
ま
せ
ん

が
、米
軍
の
日
本
降
伏
の
最
終
的

▲起重機（太田茂氏撮影）

な
計
画
は
、昭
和
21
年
３
月
に
予

定
さ
れ
た
関
東
平
野
上
陸
を
目
指

す
コ
ロ
ネ
ッ
ト
作
戦
で
し
た
。上

陸
地
点
は
、茨
城
県
の
鹿
島
灘
、県

内
の
九
十
九
里
浜
、神
奈
川
県
の

相
模
湾
か
ら
の
３
ル
ー
ト
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
関
係
資

料
に
は
、地
形
、土
壌
、河
川
、道
路

や
海
岸
線
の
状
況
、海
の
地
形
な

ど
、様
々
な
観
点
か
ら
の
検
討
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
館
山
に
つ
い
て
、館
山
湾
は
ど

こ
で
も
停
泊
地
と
し
て
使
え
る
こ

と
。湾
の
西
側
に
海
軍
航
空
基
地

が
あ
る
こ
と
。館
山
湾
の
水
深
は
、

12
〜
36
フ
ィ
ー
ト（
約
３
・
７
〜
11

ｍ
）で
あ
る
こ
と
。埠
頭
が
２
つ
あ

る
こ
と
な
ど
が
、記
さ
れ
て
い
ま

す
。（『
関
東
平
野
侵
攻
作
戦
計
画

概
略
』　
１
９
４
５
年
５
月
５
日
）

　
昭
和
20
年
８
月
15
日
の
終
戦
の

日
に
出
さ
れ
た
、日
本
占
領
に
際

し
て
の
研
究
書『
日
本
都
道
府
県

マ
ニ
ュ
ア
ル
第
11「
千
葉
県
」』に

は
、地
理
、人
口
、経
済
、公
共
サ
ー

ビ
ス
、社
会
組
織
と
文
化
施
設
な

ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
な
か
で
、館
山
市
は
避
暑

地
で
あ
る
こ
と
。目
抜
き
通
り
で

あ
る
県
道
沿
い
に
、警
察
署
・
病

院
・
税
務
署
・
裁
判
所
・
市
役
所
・
県

地
方
事
務
所
が
あ
る
こ
と
。１
９

３
０（
昭
和
５
年
）に
、就
業
人
口

が
最
も
多
い
の
は
、商
業
で
あ
る

こ
と
。海
軍
飛
行
場（
館
山
海
軍
航

空
隊
）の
埠
頭
に
は
起
重
機
１
機

が
あ
り
、１
日
８
時
間
で
２
９
２

０
ト
ン
が
陸
揚
げ
で
き
る
こ
と
。

電
報
回
線
が
、洲
崎
で
海
底
ケ
ー

ブ
ル
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
。

館
山
駅
に
、日
本
放
送
協
会
が
設

置
し
た
ラ
ジ
オ
放
送
を
ラ
ウ
ド
ス

ピ
ー
カ
ー
で
流
す
装
置
が
あ
る
こ

と
。公
立
保
育
所
が
４
、民
間
保
育

所
が
１
あ
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
同
年
９
月
３
日
、午
前
９
時
30

分
、米
陸
軍
第
112
騎
兵
連
隊
が
、館

山
海
軍
航
空
隊
の
水
上
機
基
地
か

ら
上
陸
し
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
情

報
を
も
と
に
作
業
が
行
わ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

▲館山海軍航空隊水上機基地跡にあった起重
機。戦後の昭和25・6年頃に撤去されたとい
う。（太田茂氏撮影）

▲体験着用した入館者を囲む
　　　　「甲冑士」のみなさん

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
甲
　
冑
　
士

よ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
本
村
登

美
枝
さ
ん
。「
村
歌
舞
伎
を
や
っ

て
い
て
甲
冑
を
着
る
役
者
が
い
る

の
で
着
付
け
を
学
ん
だ
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
」
と
米
津
早
雄
さ

ん
。
応
募
し
た
き
っ
か
け
は
様
々

で
す
が
、「
入
館
者
が
喜
ん
で
く

れ
る
こ
と
が
一
番
う
れ
し
い
で
す

ね
」
と
甲
冑
士
の
皆
さ
ん
は
声
を

そ
ろ
え
ま
す
。

　「
甲
冑
の
着
用
だ
け
を
目
的
に

市
外
か
ら
博
物
館
に
来
館
す
る
人

も
い
ま
す
。
市
民
に
も
も
っ
と
体

験
着
用
に
来
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、
博
物
館
は
、
甲
冑
士
の
養

成
を
続
け
て
、
私
た
ち
の
仲
間
を

増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
活
動

の
充
実
に
向
け
て
意
欲
満
々
で

す
。

　
市
立
博
物
館
が
自
分
の
知
識
を

高
め
な
が
ら
、
社
会
に
貢
献
す
る

無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
。
養
成
講
座
を
受
講
し
て
甲
冑

の
知
識
を
得
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
甲
冑
士
と
し
て
博
物
館
活

動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
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